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されるかで変わるのか(予測的調節) ，あるいは， Vl 内の特定の領域に固定されているのか(闘定
調節)を検討し活動調節の本態の理解を深めることである.
方法:
機能的 MRI (岱1RI)を用いて 個々の健常対象者の Vl 内で視野の水平子午線上の各偏心度に相
当する領域を決定した.その後，隣り合う漢字単語の始めの間隔がいつも視角 3
0 になるよう調整































の漢字がどこに現れると期待されるかで変わるのか(予測的調節) ，あるいは， Vl 内の特定の
領域に固定されているのか(固定調節)を検討し，活動調節の本態の理解を深めることである.
方法:





















調節は証明されず，偏心度約 4.5 0 の領域に固定した調節が示唆された.本研究により日本語文
テロップを読むときの健常者 Vl における注意による活動調節の特徴が明らかになった.また，
開発した方法は個々の半盲性難読患者に適用可能であり，半盲性難読の Vl 内における神経基盤
を明らかにするために利用できるものと思われた.
よって，本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める。
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